
駒
澤
大
學
佛
教
學
部
論
集　

第
四
十
四
號　

平
成
二
十
五
年
十
月

一
七

　

永
井
政
之
学
部
長
か
ら
講
師
紹
介
を
兼
ね
た
丁
寧
な
ご
挨
拶
を
頂
戴

し
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
永
井
学
部
長
と
は
大
学

院
時
代
か
ら
の
永
い
交
友
関
係
な
の
で
、
僕
と
い
う
人
間
像
を
過
不
足

な
く
、
ま
た
真
情
こ
め
て
た
く
み
に
描
き
だ
し
て
紹
介
し
て
く
だ
さ
り
、

た
い
へ
ん
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
一
篇
の
法
語
を
聴
く
よ
う
な
心
も
ち
で
、

心
底
か
ら
感
じ
入
っ
て
聞
き
惚
れ
て
い
ま
し
た
。
心
か
ら
篤
く
お
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

僕
は
平
成
元
年
か
ら
本
校
の
仏
教
学
部
の
非
常
勤
講
師
を
つ
と
め
な

が
ら
、
鎌
倉
仏
教
史
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
と

い
っ
た
学
術
的
な
成
果
は
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
金
沢
文
庫
保
管
の

古
写
本
を
読
み
解
き
な
が
ら
、
鎌
倉
仏
教
に
関
わ
る
い
く
つ
か
の
論
文

を
書
き
あ
げ
、
学
問
す
る
こ
と
の
意
義
と
楽
し
み
を
味
わ
い
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
は
じ
め
に
自
分
自
身
の
学
究
生
活
を
ふ
り
返
る
こ
と

を
お
許
し
く
だ
さ
い
。

　

昭
和
三
十
七
年
に
こ
の
大
学
に
入
り
、
泉
岳
寺
の
学
寮
で
二
年
間
に

わ
た
っ
て
河
村
孝
道
先
生
か
ら
『
大
乗
起
信
論
』
の
講
義
を
拝
聴
し
た

こ
と
が
縁
で
、「
大
乗
起
信
論
の
薫
習
論
」
と
い
う
論
題
の
卒
業
論
文

を
ま
と
め
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
口
頭
試
問
の
日
、
ド
キ
ド
キ

し
な
が
ら
会
場
に
臨
み
ま
し
た
が
、
主
査
の
小
川
弘
貫
先
生
、
副
査
の

平
井
俊
栄
先
生
か
ら
、「
い
い
論
文
を
書
い
た
ね
」
と
の
温
情
の
あ
ふ

れ
た
お
言
葉
に
接
し
ま
し
た
。
卒
業
後
は
大
本
山
永
平
寺
に
安
居
し
、

さ
ら
に
僕
を
育
て
て
く
れ
た
釧
路
の
定
光
寺
に
帰
省
し
、
地
方
僧
堂
の

表
看
板
で
あ
る
坐
禅
修
行
と
葬
祭
法
要
の
寺
務
に
勤
め
ま
し
た
が
、
我

儘
な
性
格
と
好
学
心
の
再
燃
に
よ
り
、
師
匠
の
大
道
晃
仙
禅
師
の
許
し

を
得
て
、
昭
和
四
十
四
年
に
ふ
た
た
び
本
校
の
大
学
院
に
進
学
を
め
ざ

し
ま
し
た
。

　

修
士
時
代
は
河
村
先
生
の
斡
旋
で
『
禅
学
大
辞
典
』
の
編
さ
ん
補
助

委
員
に
加
え
て
い
た
だ
き
、
二
年
間
、
鏡
島
元
隆
、
松
田
文
雄
、
河
村

孝
道
、
椎
名
宏
雄
四
先
生
の
温
容
に
親
し
く
接
し
な
が
ら
、
禅
語
、
禅

僧
、
禅
寺
に
関
わ
る
語
彙
の
収
録
と
解
説
の
勉
強
に
励
み
ま
し
た
。
肝

心
の
修
士
論
文
は
池
田
魯
参
先
生
の
指
導
の
も
と
、「
天
台
大
師
の
禅

観
思
想
」
を
内
容
に
し
た
論
文
を
書
き
上
げ
、
山
内
舜
雄
、
鎌
田
茂
雄

公
開
講
演重

要
文
化
財
『
正
法
眼
蔵
山
水
経
』
の
筆
者
に
つ
い
て

高
　
　
橋
　
　
秀
　
　
榮　
　
　



重
要
文
化
財
『
正
法
眼
蔵
山
水
経
』
の
筆
者
に
つ
い
て
（
高
橋
）

一
八

両
先
生
の
審
査
に
浴
し
ま
し
た
。
天
台
学
を
専
攻
し
た
こ
と
が
幸
い
し

て
、
納
冨
常
天
先
生
か
ら
神
奈
川
県
立
の
金
沢
文
庫
に
就
職
し
て
鎌
倉

時
代
の
五
〇
〇
点
に
及
ぶ
古
写
本
の
天
台
典
籍
を
調
査
研
究
し
て
く
れ

な
い
か
と
の
お
誘
い
が
あ
り
、
昭
和
四
十
六
年
の
春
か
ら
学
芸
員
と
し

て
職
務
に
励
み
ま
し
た
。
展
示
の
企
画
、
古
書
の
修
理
、
マ
イ
ク
ロ
写

真
撮
影
な
ど
の
担
当
業
務
と
並
行
し
て
、『
く
ず
し
字
辞
典
』
を
活
用

し
な
が
ら
鎌
倉
時
代
の
古
写
本
を
た
く
さ
ん
手
に
と
っ
て
拝
読
し
ま
し

た
。
金
沢
文
庫
は
仏
教
資
料
の
宝
庫
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
宝
庫
の

中
か
ら
、
道
元
禅
師
が
観
音
導
利
院
で
著
し
た
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
の

「
菩
提
達
磨
章
」
の
皮
肉
骨
髄
の
引
用
文
を
見
つ
け
て
、
学
術
研
究
誌

に
紹
介（（
（

で
き
た
こ
と
と
、
瑩
山
禅
師
の
「
瑩
」
の
文
字
に
「
ケ
イ
」
の

訓
点
が
施
さ
れ
た
鎌
倉
時
代
の
古
写
本
を
提
示（
（
（

で
き
た
こ
と
の
喜
び
は

一
入
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

鎌
倉
時
代
の
禅
の
歴
史
を
探
る
に
は
、
禅
僧
の
記
録
し
た
も
の
に
加

え
て
、
天
台
僧
の
書
い
た
も
の
に
も
注
意
を
払
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
い
う
こ
と
も
知
り
、
た
び
た
び
本
校
の
研
究
雑
誌
の
紙
面
を
汚
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
日
は
仏
教
学
部
の
諸
先
生
の
特
別
な
ご
配
慮

の
も
と
に
、
演
壇
上
で
最
終
を
飾
る
講
演
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
お
お
ぜ
い
の
方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
身
に
余
る

光
栄
、
心
か
ら
あ
り
が
た
く
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
す
で
に
宣
伝
広
告
が
出
回
っ
て
い
ま
す
の
で
御
承
知
か
と
存

じ
ま
す
が
、
京
都
の
臨
川
書
店
は
今
年
創
業
八
十
周
年
を
迎
え
、
そ
の

記
念
出
版
が
企
画
さ
れ
、
椎
名
宏
雄
編
『
五
山
版
中
国
禅
籍
叢
刊
』
全

十
二
巻
と
末
木
文
美
士
・
石
井
修
道
・
阿
部
泰
郎
・
道
津
綾
乃
編
『
中

世
禅
籍
叢
刊
』
全
十
巻
の
刊
行
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

後
者
の
『
中
世
禅
籍
叢
刊
』
は
名
古
屋
大
須
の
真
福
寺
（
大
須
文

庫
）
と
横
浜
市
金
沢
区
の
称
名
寺
（
金
沢
文
庫
）
に
所
蔵
さ
れ
る
学
術

的
に
貴
重
な
写
本
禅
籍
に
そ
の
他
の
寺
院
、
叡
山
文
庫
な
ど
に
現
存
す

る
文
献
を
加
え
て
、
精
密
な
影
印
図
版
に
翻
刻
、
詳
細
な
解
説
を
添
え

て
一
般
読
者
に
提
供
し
よ
う
と
い
う
企
画
で
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時

代
ま
で
の
禅
宗
世
界
が
俯
瞰
で
き
る
最
上
の
資
料
集
の
よ
う
で
す
。

　

一
昨
年
の
い
つ
で
し
た
か
、
そ
の
巻
二
「
道
元
集
」
の
編
集
委
員
で

あ
る
石
井
修
道
先
生
か
ら
、
愛
知
県
豊
橋
市
の
全
久
院
に
所
蔵
さ
れ
る

『
正
法
眼
蔵
山
水
経
』
を
収
録
す
る
の
で
、
そ
の
解
説
を
担
当
し
て
く

れ
な
い
か
、
と
の
依
頼
を
う
け
ま
し
た
。
僕
は
道
元
禅
師
の
研
究
者
で

も
な
く
、
ま
た
『
正
法
眼
蔵
』
の
学
者
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
石
井
先
生

は
そ
の
こ
と
を
十
分
に
熟
知
し
て
い
な
が
ら
、
僕
に
解
説
を
書
い
て
と

い
う
注
文
。
我
が
耳
を
疑
い
驚
き
も
し
ま
し
た
が
、
平
成
十
五
年
三
月

十
日
に
『
永
平
寺
史
料
全
書
』
の
編
集
委
員
代
表
の
広
瀬
良
弘
先
生
や

熊
谷
忠
興
老
師
ら
と
全
久
院
を
訪
ね
、『
山
水
経
』
の
原
本
を
直
に
拝

見
す
る
眼
福
を
得
、
多
少
の
メ
モ
を
残
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ

を
も
と
に
書
誌
的
な
解
説
で
い
い
な
ら
少
し
は
書
く
こ
と
が
で
き
る
か

も
し
れ
な
い
、
と
の
さ
さ
や
か
な
思
い
が
湧
き
上
が
り
、
厚
か
ま
し
く

も
解
説
を
書
く
こ
と
を
引
き
う
け
ま
し
た
。
目
下
そ
の
解
説
を
完
成
さ



重
要
文
化
財
『
正
法
眼
蔵
山
水
経
』
の
筆
者
に
つ
い
て
（
高
橋
）

一
九

せ
る
最
終
段
階
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
解
説
を
書
く
に
当
た
っ
て
、
二

三
の
書
物
を
読
ん
だ
だ
け
で
も
、
こ
れ
は
容
易
な
ら
ざ
る
こ
と
、
難
儀

な
問
題
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

す
で
に
ご
存
知
の
通
り
、
全
久
院
所
蔵
の
『
正
法
眼
蔵
山
水
経
』
は

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
宗
門
の
貴
重
な
禅
籍
で
す（（
（

。
国

宝
に
次
ぐ
価
値
の
高
い
も
の
で
す
。
そ
れ
は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
理

由
で
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
学
芸
員
の
職

務
に
あ
っ
た
こ
と
が
そ
の
よ
う
な
関
心
事
を
促
し
た
わ
け
で
す
が
、
ま

ず
は
最
初
に
そ
の
こ
と
を
調
べ
て
み
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
金

沢
文
庫
に
出
か
け
、
毎
日
新
聞
社
発
行
の
『
重
要
文
化
財
21
書
跡
、
典

籍
、
古
文
書
』（
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
毎
日
新
聞
社
）
や
文

化
庁
監
修
『
国
宝
・
重
要
文
化
財
大
全
7
書
跡
上
巻
』（
昭
和
六
十
三

年
（
一
九
八
八
）
毎
日
新
聞
社
）
の
解
説
を
読
ん
で
み
ま
し
た
。
両
書

は
一
字
一
句
も
た
が
わ
ぬ
同
一
の
文
章
で
、「
正
法
眼
蔵
（
山
水
経
）

1
帖　

愛
知　

全
久
院　

粘
葉
装　

縦
二
三
・
六
㎝　

横
十
四
・
五
㎝

　

仁
治
元
年
（
一
二
四
〇
）、
寛
元
三
年
（
一
二
四
五
）
書
写
奥
書　

山
水
経
第
二
十
九　

道
元
筆
、
十
方
第
四
十
五　

懐
奘
筆　

道
元
と
そ

の
弟
子
懐
奘
合
筆
に
な
る
『
正
法
眼
蔵
』
で
、
墨
付
四
十
四
丁
、
押
界

中
に
書
さ
れ
、
山
水
経
末
に
仁
治
元
年
道
元
自
筆
奥
書
、『
十
方
』
末

に
懐
奘
書
写
奥
書
が
あ
る
」
と
解
説
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
文
化

庁
監
修
に
な
る
別
の
書
籍
で
、『
山
水
経
』
と
『
十
方
』
の
合
綴
本
は

昭
和
二
十
四
年
五
月
三
十
日
に
重
文
指
定
を
受
け
た（（
（

こ
と
も
知
り
ま
し

た
。

　

と
こ
ろ
で
、
鎌
倉
時
代
の
前
期
に
興
聖
寺
で
示
衆
さ
れ
た
『
正
法
眼

蔵
山
水
経
』
の
古
写
本
が
ど
う
し
て
豊
橋
市
の
古
刹
に
伝
来
す
る
と
こ

ろ
と
な
っ
た
の
か
。
そ
の
歴
史
的
な
経
緯
も
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
ら
、
あ
る
人
か
ら
、
河
村
孝
道
先
生
が
『
道
元
禅
師
真
蹟
集
』
に

く
わ
し
い
解
説
を
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
を
目
通
し
し
た
ら
い

い
と
の
親
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、「
本
書

『
山
水
経
』
は
、
全
久
院
十
種
法
宝
中
の
一
書
で
、
も
と
松
本
（
長

野
）
全
久
院
に
所
在
し
た
も
の
で
、
そ
の
原
所
蔵
は
、
摂
州
大
阪
・
高

須
周
斉
家
に
長
ら
く
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
瑞
岡

珍
牛
（
一
七
四
三
～
一
八
二
二
）
は
こ
の
松
本
全
久
院
の
二
十
七
世
と

し
て
、
師
の
海
外
亮
天
（
一
七
二
六
～
一
八
〇
〇
）
の
席
を
継
い
だ
。

珍
牛
は
、
曽
て
面
山
よ
り
十
種
の
法
宝
が
大
阪
に
所
在
す
る
こ
と
を
聞

い
て
、
浪
華
北
郊
、
柴
島
の
法
華
寺
に
隠
棲
さ
れ
た
亮
天
を
通
し
て
そ

れ
が
高
須
家
に
所
在
す
る
こ
と
を
突
き
と
め
、
大
檀
越
松
平
光
行
、
儲

君
光
壮
の
援
助
を
得
て
大
阪
に
下
り
、
高
須
家
よ
り
拝
請
し
て
全
久
院

に
奉
安
す
る
を
得
た
の
で
あ
る
。
時
に
寛
政
十
一
年
正
月
で
あ
っ
た

（
後
略
）」（（
（

と
い
う
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
河
村
先
生
の
解
説
文
と
文
化
庁
の
解
説
文
、
さ
ら
に
僕
が
手
控

え
に
メ
モ
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
総
合
し
て
、
全
久
院
所
蔵
の
『
正
法

眼
蔵
山
水
経
』
の
書
誌
的
事
項
を
表
示
す
る
な
ら
ば
、
お
お
よ
そ
次
の

よ
う
な
内
容
に
な
り
ま
す
。



重
要
文
化
財
『
正
法
眼
蔵
山
水
経
』
の
筆
者
に
つ
い
て
（
高
橋
）

二
〇

①　

書
名
：『
正
法
眼
蔵
』
第
二
十
九
山
水
経

②　

巻
数
：
一
帖
（
懐
奘
書
写
「
十
方
」
と
合
綴
）

③　

装
丁
：
粘
葉
装

④　

法
量
：
た
て
二
三
・
六
セ
ン
チ
、
よ
こ
十
四
、
五
セ
ン
チ

⑤　

�

料
紙
：
本
紙
（
鳥
の
子
、
押
界
あ
り
）
＋
補
紙
（
美
濃
紙
、
押
界

な
し
）（（
（

⑥　

紙
数
：
十
四
紙

⑦　

書
写
：
鎌
倉
時
代
・
仁
治
元
年
（
一
二
四
〇
）

⑧　

筆
者
：
道
元
筆
＋
他
筆
（
奥
書
前
半
葉
と
文
中
三
行
の
書
き
入
れ
）（（
（

⑨　

指
定
：
昭
和
二
十
四
年
五
月
三
十
日
、
重
要
文
化
財

⑩　

伝
来
：
長
野
県
松
本
市
・
全
久
院

⑪　

所
蔵
：
愛
知
県
豊
橋
市
東
郷
町
・
全
久
院

　

こ
の
よ
う
に
書
き
列
ね
た
と
こ
ろ
で
、
ひ
と
つ
の
疑
問
が
わ
き
ま
し

た
。
い
っ
た
い
誰
が
、
昭
和
二
十
四
年
と
い
う
戦
後
間
も
な
い
時
期
に
、

全
久
院
所
蔵
の
『
正
法
眼
蔵
山
水
経
』
を
調
査
す
る
好
機
に
恵
ま
れ
、

さ
ら
に
重
要
文
化
財
に
指
定
す
べ
く
骨
折
り
さ
れ
た
の
か
、
と
。
な
ぜ

か
無
性
に
そ
の
こ
と
が
知
り
た
く
な
り
、
あ
れ
こ
れ
そ
の
人
物
像
を
思

い
浮
か
べ
た
り
、
博
物
館
に
勤
め
る
学
芸
員
に
も
質
問
し
て
み
ま
し
た
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
折
に
、
全
く
の
偶
然
の
こ
と
な
が
ら
、
古
田
紹
欽

氏
の
著
書
『
正
法
眼
蔵
の
研
究
』（
昭
和
四
十
七
年
、
創
文
社
発
行
）

の
文
中
に
、「
こ
こ
で
気
に
な
る
に
は
『
山
水
経
』
の
巻
の
筆
者
で
あ

る
。
か
っ
て
私
は
、
文
化
財
保
護
委
員
会
に
あ
っ
て
重
要
文
化
財
、
国

宝
の
調
査
指
定
の
職
務
に
あ
っ
た
際
、
こ
れ
を
道
元
の
書
と
し
て
そ
の

調
書
の
作
成
に
当
た
っ
た
一
人
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
道
元
の
自
署
が
あ

る
わ
け
で
な
く
、
た
だ
調
査
上
筆
蹟
か
ら
こ
れ
を
そ
う
認
定
し
た
の
で

あ
る
。
今
、
こ
れ
を
考
え
る
の
に
こ
の
認
定
を
訂
正
し
た
い
。
い
っ
た

ん
は
懐
奘
筆
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
な
い
」
と
の

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
一
文
に
遭
遇
し
た
の
で
す
。

　

我
が
国
に
お
け
る
仏
教
文
化
史
上
の
貴
重
な
書
跡
で
あ
り
、
歴
史
的

に
も
学
術
的
に
も
価
値
の
高
い
善
良
な
写
本
と
評
価
さ
れ
て
重
文
指
定

の
栄
誉
に
輝
い
た
も
の
が
、
こ
と
も
あ
ろ
う
に
重
文
指
定
に
関
わ
っ
た

古
田
氏
自
身
が
そ
の
認
定
を
訂
正
し
た
い
と
公
表
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

ま
さ
し
く
前
代
未
聞
の
こ
と
で
、
学
界
、
宗
門
に
大
き
な
衝
撃
が
走
っ

た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
十
分
に
想
像
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
古
田
氏
は

『
山
水
経
』
の
筆
者
を
「
懐
奘
の
弟
子
の
義
介
で
は
な
い
か
と
推
定
し

た
い
。（
中
略
）
ま
た
こ
の
浄
書
本
『
山
水
経
』
の
書
か
れ
た
の
は
、

後
者
の
奥
書
の
書
か
れ
た
正
嘉
二
年
前
後
と
い
ふ
こ
と
に
も
な
る
」
と

も
推
測
さ
れ
ま
し
た
。『
山
水
経
』
の
書
写
年
時
が
正
嘉
二
年
（
一
二

五
八
）
と
い
う
こ
と
は
、
道
元
禅
師
が
没
後
五
年
後
の
こ
と
に
な
り
ま

す
か
ら
、
当
然
の
こ
と
、
道
元
禅
師
の
真
筆
と
い
う
こ
と
は
な
り
え
な

い
わ
け
で
す
。

　

古
田
氏
の
論
文
を
読
ま
れ
た
鏡
島
元
隆
先
生
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
文
章
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二
一

を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。「
古
田
氏
は
、
道
元
禅
師
の
在
世
中
に
は
正
法

眼
蔵
の
体
系
は
存
し
な
か
っ
た
と
い
う
疑
点
か
ら
、
こ
れ
が
禅
師
の
真

筆
で
あ
る
こ
と
を
疑
い
、
こ
の
筆
者
を
永
平
寺
第
三
代
義
介
に
推
定
す

る
。（
中
略
）「
山
水
経
」
は
従
来
、
禅
師
の
代
表
的
真
筆
と
し
て
宗
の

内
外
か
ら
尊
信
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
真
筆
で
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
れ
ば
宗
門
と
し
て
は
大
変
な
こ
と
で
あ
る
」（「
正
法
眼
蔵
の

成
立
史
的
研
究
に
つ
い
て
」『
道
元
禅
師
と
そ
の
周
辺
』
所
収
、
昭
和

六
〇
年
、
大
東
出
版
社
）
と
。

　

道
元
禅
師
の
研
究
に
大
き
な
業
績
を
残
さ
れ
た
鏡
島
先
生
に
と
っ
て

も
か
な
り
驚
愕
す
べ
き
出
来
事
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た
こ
と
は
十
分

察
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
鏡
島
先
生
は
こ
の
問
題
の
真
偽
を
明
ら
か
に

す
べ
く
、
水
野
弥
穂
子
先
生
と
共
に
、
上
野
の
東
京
国
立
博
物
館
に
堀

江
知
彦
、
小
松
茂
美
両
氏
を
訪
ね
そ
の
鑑
定
を
仰
が
れ
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
鏡
島
先
生
を
喜
ば
せ
る
よ
う
な
返
答
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
よ
う
で
、「
春
秋
」
通
巻
二
一
四
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
道

元
を
め
ぐ
る
諸
問
題
6
」
を
読
み
ま
す
と
、「
古
田
氏
は
『
正
法
眼
蔵

山
水
経
』
お
よ
び
『
正
法
眼
蔵
西
来
意
』
が
禅
師
の
真
筆
で
あ
る
こ
と

を
否
定
す
る
。
氏
が
否
定
す
る
だ
け
で
な
く
、
当
代
書
道
史
の
権
威
で

あ
る
堀
江
知
彦
、
小
松
茂
美
両
氏
も
、
筆
者
が
鑑
定
を
請
う
た
の
に
対

し
て
そ
れ
が
道
元
禅
師
の
真
筆
で
あ
る
こ
と
を
否
定
さ
れ
た
。
で
あ
れ

ば
、
禅
師
親
集
説
は
こ
れ
を
裏
づ
け
る
決
め
手
を
欠
く
の
で
あ
っ
て
、

古
田
氏
の
懐
奘
編
集
説
が
推
定
説
で
あ
る
と
同
じ
よ
う
に
、
一
つ
の
推

定
説
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。『
正
法
眼
蔵
』
編
集
説
は
振
り
出
し

に
も
ど
っ
た
の
で
あ
る
。
い
づ
れ
の
説
が
正
し
い
か
、
あ
ら
た
め
て
検

討
す
る
ほ
か
は
あ
る
ま
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
鏡
島
先
生
の
文

章
か
ら
は
痛
恨
の
極
み
に
も
似
た
声
を
聞
く
思
い
が
し
ま
す
。

　

は
た
し
て
堀
江
、
小
松
両
氏
は
鏡
島
先
生
の
依
頼
に
い
か
な
る
テ
キ

ス
ト
（
道
元
真
蹟
本
）
を
選
ん
で
、
そ
の
文
字
遣
い
を
照
合
し
、
道
元

禅
師
の
筆
跡
に
あ
ら
ず
と
の
判
断
を
下
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
河
村

先
生
が
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
の
通
巻
四
十
四
号
に
発
表
さ
れ
た

「『
正
法
眼
蔵
』
成
立
の
諸
問
題
（
五
）」
の
文
中
に
は
、「
結
局
の
所
、

道
元
禅
師
在
世
中
に
は
、『
正
法
眼
蔵
』
は
75
巻
と
し
て
は
成
立
し
て

い
な
か
っ
た
、
と
論
断
し
て
い
る
。
こ
の
所
論
の
論
拠
に
は
、『
普
勧

坐
禅
儀
』（
福
井
県
・
永
平
寺
蔵
）、『
行
持
下
』（
熊
本
県
・
広
福
寺

蔵
）
の
み
を
道
元
禅
師
の
真
蹟
と
す
る
専
門
家
の
鑑
定
（
国
立
博
物
館

資
料
課
長
堀
江
知
彦
氏
）
等
が
、
多
分
に
そ
の
背
景
を
な
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
」
と
の
一
文
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
文
意
か
ら
、
国
宝
『
普
勧

坐
禅
儀
』
と
『
行
持
下
』
と
の
筆
跡
照
合
を
も
っ
て
鑑
定
さ
れ
た
ら
し

い
こ
と
が
推
察
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
は
は
た
し
て
十
分
な
時
間
を

費
や
し
た
入
念
な
鑑
定
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
す
で
に
堀
江
、
小
松

両
氏
も
、
鏡
島
先
生
も
、
そ
し
て
博
士
に
同
道
さ
れ
た
水
野
先
生
も
他

界
さ
れ
、
そ
の
時
の
様
子
を
知
る
手
が
か
り
を
完
全
に
失
っ
て
い
ま
す

が
、
は
た
し
て
堀
江
、
小
松
両
氏
は
『
山
水
経
』
の
漢
字
の
み
な
ら
ず
、

変
体
仮
名
文
字
ま
で
厳
密
丁
寧
に
比
較
照
合
さ
れ
て
そ
の
結
論
を
示
さ
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れ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
は
な
は
だ
疑
問
を
感
じ
ま
す
。
き
つ
い
い
い
よ

う
で
す
が
、
堀
江
、
小
松
両
氏
の
鑑
定
に
は
多
少
落
ち
度
が
あ
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
で
、
古
田
氏
が
道
元
禅
師
真
筆
に
疑
い
を
抱
か
れ
た
の
は
、

『
山
水
経
』
に
『
正
法
眼
蔵
』
と
い
う
書
名
と
、「
第
二
十
九
」
と
い
う

巻
数
と
、「
山
水
経
」
と
い
う
副
題
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
併
せ
て

永
平
寺
所
蔵
の
『
祖
師
西
来
意
』
に
も
『
正
法
眼
蔵
』
と
い
う
書
名
と
、

「
第
六
十
七
」
と
い
う
巻
数
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
さ
れ
、

『
正
法
眼
蔵
』
の
編
集
が
い
つ
の
時
期
に
な
さ
れ
た
か
、
と
い
う
こ
と

を
考
察
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
そ
の
考
証
の
結
果
、

『
正
法
眼
蔵
』
の
編
集
は
道
元
禅
師
の
没
後
、
懐
奘
に
よ
っ
て
な
さ
れ

た
と
い
う
結
論
を
下
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
『
山
水
経
』
の
筆
者
は
義
介
で

あ
ろ
う
、
と
推
定
さ
れ
た
わ
け
で
す（（
（

。

　

古
田
氏
が
提
示
さ
れ
た
義
介
説
は
現
在
、
宗
門
の
研
究
者
の
間
に
も

受
け
容
れ
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
河
村
先
生
は
、「
今
後
に

他
の
確
か
な
る
禅
師
の
真
蹟
と
の
厳
密
な
る
比
較
を
経
た
上
で
判
憑
さ

れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
さ
れ
な
が
ら
も
古
田
氏
の
義
介
説（
（
（

に
傾
い

て
お
ら
れ
ま
す
し
、
石
井
修
道
先
生
も
「
従
来
、
豊
橋
市
全
久
院
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
『
山
水
経
』
は
道
元
の
真
筆
と
さ
れ
て
き
た
が
、
古
田

紹
欽
博
士
が
否
定
の
見
解
を
出
さ
れ
、
河
村
孝
道
博
士
も
真
蹟
で
は
な

い
と
の
説
で
あ
る
の
で
、
筆
者
も
新
説
に
従
い
た
い
」（（（
（

と
追
従
さ
れ
て

い
ま
す
。
じ
つ
に
古
田
氏
の
重
文
認
定
の
訂
正
論
文
が
投
げ
か
け
た
影

響
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
は
た
し
て
古
田
氏
の
所
論
は
妥
当

な
の
で
し
ょ
う
か
。
史
実
誤
認
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
、
僕
も
虚
心
坦
懐
に
『
正
法
眼
蔵
山
水
経
』

の
筆
跡
、
文
章
表
記
の
特
色
な
ど
に
つ
き
点
検
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

そ
の
筆
跡
照
合
に
あ
た
っ
て
は
、
道
元
禅
師
七
百
五
十
回
大
遠
忌
記

念
『
道
元
禅
師
真
蹟
集
』
に
収
録
掲
載
さ
れ
て
い
る
影
印
図
版（（（
（

を
活
用

し
ま
し
た
。
本
書
に
は
、
道
元
禅
師
の
真
蹟
資
料
が
断
簡
零
葉
ま
で
集

録
さ
れ
て
お
り
、
専
門
家
な
ら
ず
と
も
、
関
心
と
興
味
が
わ
く
構
成
に

な
っ
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点
、
思
慮
か
ら
疑
問
を
提
起
し
、
ま
た

考
察
、
照
合
、
点
検
、
確
認
作
業
が
で
き
る
、
じ
つ
に
有
益
な
善
本
資

料
集
で
す
。
僕
は
そ
の
中
か
ら
三
点
の
資
料
を
選
び
、
比
較
照
合
に
充

て
ま
し
た
。
そ
の
三
点
と
は
、
永
平
寺
所
蔵
の
『
嗣
書
』（
嗣
書
図
）
と
、

京
都
国
立
博
物
館
、
鶴
見
大
学
図
書
館
、
出
光
美
術
館
な
ど
に
分
散
所

蔵
さ
れ
て
い
る
『
対
大
己
五
夏
闍
梨
法
』
断
簡
、
そ
し
て
本
学
の
禅
文

化
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
『
嗣
書
』（
修
訂
本
）
で
す
。

　
『
山
水
経
』
が
道
元
禅
師
の
真
蹟
で
あ
る
か
ど
う
か
、
お
そ
ら
く
大

方
の
研
究
者
は
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
『
普
勧
坐
禅
儀
』
の
文
字（
（（
（

と

の
照
合
を
通
じ
て
そ
の
同
異
を
判
定
す
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
僕
は

そ
れ
よ
り
も
道
元
禅
師
の
在
宋
時
代
の
筆
跡
に
も
注
目
し
た
ほ
う
が
い

い
と
考
え
直
し
、
永
平
寺
所
蔵
の
『
嗣
書
』（
嗣
書
図
）
と
の
照
合
点

検
を
優
先
し
ま
し
た
。
つ
ぎ
に
「
道
元
」
の
花
押
が
あ
る
出
光
美
術
館

所
蔵
の
『
対
大
己
五
夏
闍
梨
法
』
断
簡
ほ
か
と
の
照
合
点
検
を
試
み
ま
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し
た
。
さ
ら
に
『
山
水
経
』
は
漢
字
に
仮
名
ま
じ
り
の
文
体
で
表
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
意
を
払
い
、
漢
字
だ
け
で
は
な
く
、
本
学
の
『
嗣

書
』（
修
訂
本
）
と
仮
名
文
字
と
も
照
合
し
た
方
が
い
い
と
判
断
し
、

そ
の
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
多
少
、
篇
や
旁
に
違
う
感
じ
が
す
る
も
の
も
混
じ
っ
て

お
り
ま
す
が
、
永
平
寺
所
蔵
の
『
嗣
書
図
』
と
共
通
す
る
文
字
は

「
成
」「
子
」「
行
」「
観
」「
智
」「
監
」「
迦
」「
尼
」
の
八
文
字
あ
り
、

京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
の
『
対
大
己
五
夏
闍
梨
法
』
断
簡
と
共
通
す
る

文
字
は
「
第
」「
大
」「
不
」「
得
」「
聲
」「
端
」「
住
」「
見
」「
壁
」

「
身
」「
高
」
の
十
一
文
字
、
鶴
見
大
学
図
書
館
所
蔵
の
『
対
大
己
五
夏

闍
梨
法
』
断
簡
（
1
・
2
）
と
共
通
す
る
文
字
は
「
典
」「
人
」「
法
」

「
所
」「
常
」「
前
」「
類
」「
拝
」「
無
」「
極
」「
盡
」「
知
」「
師
」

「
禮
」「
莫
」「
己
」
の
十
六
文
字
、
そ
し
て
出
光
美
術
館
所
蔵
の
『
対

大
己
五
夏
闍
梨
法
』
断
簡
と
共
通
す
る
文
字
は
「
諸
」「
佛
」「
祖
」

「
師
」「
道
」「
廃
」「
法
」「
界
」「
空
」「
示
」「
衆
」
の
十
一
文
字
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
わ
け
で
す
。

　

次
に
本
学
の
『
嗣
書
』（
修
訂
本
）
と
『
山
水
経
』
の
仮
名
文
字
に

つ
い
て
照
合
し
て
み
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
道
具
が
必
要
と
考
え
、
五
〇

音
順
の
簡
便
な
検
索
帖
（
表
一
）
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。
そ
の
作
業
を

通
じ
て
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
両
書
の
本
文
に
は
「
あ
い
う
衛
於
、
可
き

く
こ
、
さ
志
す
寿
せ
曽
所
、
た
堂
ち
つ
川
徒
天
と
、
奈
那
尔
ぬ
の
能
、

は
者
盤
ひ
飛
ふ
へ
ほ
本
、
ま
み
三
む
免
め
も
、
や
ゐ
ゆ
よ
、
ら
里
利
る

類
礼
ろ
、
わ
ゑ
を
」
な
ど
の
変
体
仮
名
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
活
字
本
か
ら
は
伺
い
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
特
色

と
い
っ
て
よ
く
、
古
写
本
を
眼
に
し
な
け
れ
ば
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な

い
一
種
の
感
動
、
ま
た
新
鮮
な
驚
き
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

『
山
水
経
』
に
は
『
嗣
書
』
と
瓜
二
つ
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
そ
っ
く
り

な
仮
名
文
字
が
混
在
し
て
い
る
、
と
り
わ
け
連
綿
体
の
仮
名
文
字
に
そ

の
顕
著
な
例
証
（
表
二
）
を
い
く
つ
も
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
例
え
ば
、「
あ
ら
さ
れ
と
も
」「
い
へ
と
も
」「
い
た
る
」「
あ
や
し

む
」「
し
か
あ
れ
と
」「
お
ほ
よ
そ
」「
し
は
ら
く
」「
お
よ
は
す
」「
こ

れ
に
よ
り
て
」「
ま
こ
と
に
」「
か
な
ら
す
」「
た
れ
か
こ
れ
を
」「
か
く

の
こ
と
く
」「
し
か
あ
れ
は
」「
あ
る
い
は
」「
た
と
ひ
」「
い
は
ゆ
る
」

「
す
る
な
り
」「
の
み
に
あ
ら
す
」
な
ど
の
連
綿
体
の
仮
名
文
字
に
そ
れ

が
明
白
で
す
。

　

筆
跡
と
い
う
も
の
は
、
料
紙
の
性
質
、
筆
の
大
小
、
書
写
の
年
代
な

ど
の
違
い
に
よ
っ
て
も
変
化
が
生
じ
ま
す
。
楮
紙
と
雁
皮
紙
で
は
筆
の

す
べ
り
が
違
い
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
な
ど
も
勘
案
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
古
来
、
書
は
人
な
り
、
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
筆
文
字
は
百
人
が

百
人
す
べ
て
個
性
的
で
す
。
ど
ん
な
に
似
せ
て
書
写
し
よ
う
と
し
て
も
、

篇
や
旁
に
微
妙
な
違
い
が
生
ま
れ
ま
す
。
と
く
に
三
～
五
文
字
つ
な
が

り
の
仮
名
文
字
と
な
る
と
、
出
来
得
る
限
り
そ
っ
く
り
に
書
写
し
よ
う

と
の
思
い
が
強
く
と
も
、
個
人
持
ち
の
独
特
な
書
き
く
せ
が
現
れ
出
る

も
の
で
、
瓜
二
つ
の
文
字
そ
っ
く
り
に
書
写
す
る
こ
と
は
じ
つ
に
至
難
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二
四

な
こ
と
で
す
。
同
じ
人
の
書
き
も
の
で
あ
っ
て
も
、
首
尾
ま
っ
た
く
同

じ
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
道
元
禅
師

自
筆
の
『
正
法
眼
蔵
』
を
手
本
に
し
て
、
一
画
一
点
原
本
通
り
に
と
心

が
け
て
も
、
原
本
そ
っ
く
り
に
臨
写
す
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
。
そ
の

こ
と
を
念
頭
に
『
山
水
経
』
と
『
嗣
書
』
両
本
の
文
字
を
子
細
に
点
検

し
た
と
こ
ろ
、
漢
字
に
お
い
て
は
、
篇
や
旁
の
異
な
る
文
字
が
少
な
か

ら
ず
見
い
だ
さ
れ
る
も
の
の
、
仮
名
に
お
い
て
は
き
わ
め
て
よ
く
似
て

い
る
と
断
言
で
き
る
文
字
が
か
な
り
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
筆
跡
鑑

定
上
の
一
つ
の
目
安
で
あ
り
、
動
か
ぬ
証
拠
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
お
そ

ら
く
堀
江
・
小
松
両
氏
は
時
間
的
な
制
約
も
あ
っ
て
、
こ
の
仮
名
文
字

に
対
す
る
十
分
な
点
検
を
怠
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　

連
綿
体
の
仮
名
文
字
を
そ
っ
く
り
に
書
く
こ
と
は
他
人
に
と
っ
て
は

実
に
至
難
な
こ
と
で
す
。『
山
水
経
』
と
『
嗣
書
』
に
み
ら
れ
る
連
綿

体
の
仮
名
文
字
、
そ
し
て
変
体
仮
名
の
表
記
が
ほ
ぼ
同
じ
と
い
う
こ
と

は
、
両
本
の
筆
者
が
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
し
か
り
に
『
嗣
書
』
の
仮
名
文
字
の
筆
跡
が

道
元
禅
師
の
筆
跡
で
あ
る
な
ら
ば
、『
山
水
経
』
の
筆
跡
も
道
元
禅
師

の
筆
跡
と
認
定
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
そ
の
逆
の
こ
と
も
い
え

ま
し
ょ
う
。

　

か
っ
て
石
井
先
生
は
「
現
在
で
は
道
元
禅
師
の
真
筆
で
は
な
い
と
い

う
説
が
有
力
で
あ
る
が
、
筆
跡
の
魅
力
を
失
う
も
の
で
は
な
い
」（『
道

元
禅
師
・
正
法
眼
蔵
行
持
に
学
ぶ
』
一
八
頁
、
禅
文
化
研
究
所
）
と
コ

メ
ン
ト
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
文
章
を
眼
に
し
た
時
、
僕
は
『
山
水

経
』
の
筆
者
は
道
元
禅
師
の
書
風
に
習
熟
し
た
人
物
が
書
写
し
た
も
の
、

と
受
け
留
め
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
よ
く
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、
道

元
禅
師
そ
の
人
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
「
筆
跡
の
魅
力
を
失
う
も

の
で
は
な
い
」
し
、
道
元
禅
師
の
書
風
に
習
熟
し
た
人
物
こ
そ
道
元
禅

師
そ
の
人
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
石
井
先
生
の
最
初
の
所
感
は
適
正
で

あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　

僕
は
『
道
元
禅
師
真
蹟
集
』
に
掲
載
さ
れ
た
『
正
法
眼
蔵
山
水
経
』

の
影
印
本
を
一
年
半
に
わ
た
っ
て
拝
読
し
つ
づ
け
、
漢
字
と
仮
名
文
字

の
一
文
字
一
文
字
を
点
検
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
末
に
導
き
出

し
た
結
論
は
、
あ
く
ま
で
も
そ
の
筆
跡
と
文
章
表
記
の
上
か
ら
点
検
し

た
限
り
で
す
が
、
重
要
文
化
財
『
山
水
経
』
の
筆
者
は
ま
ぎ
れ
も
な
く

道
元
禅
師
そ
の
人
の
筆
跡
で
あ
り
、
道
元
禅
師
自
ら
の
清
書
本
と
み
な

さ
れ
る
、
い
う
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
に
至
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
『
山
水
経
』
に
み
る
文
章
表
記
に
関
す
る
補
足
的
な
こ
と
を

指
摘
し
ま
す
と
、
漢
字
用
語
の
左
右
に
付
さ
れ
た
「
音
訓
」
の
訓
点
表

記
と
そ
の
筆
跡
に
も
注
意
を
払
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
文
中

に
は
三
〇
ば
か
り
用
語
に
訓
点
が
施
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

中
で
最
も
目
を
引
い
た
の
は
「
崆
峒
」
と
い
う
文
字
で
し
た
。
そ
の
文

字
の
左
右
に
は
、「
ク
ウ
ト
ウ
」
の
発
音
と
「
山
名
」
と
い
う
注
記
が

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
初
め
て
目
に
し
た
文
字
で
し
た
の
で
辞
典
で
調
べ

て
み
ま
し
た
ら
、「
崆
峒
」
と
は
中
国
の
黄
帝
か
ら
至
道
の
要
諦
を
問
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二
五

わ
れ
た
広
成
子
と
い
う
神
仙
が
隠
居
し
た
山
の
名
で
あ
る
、
と
あ
り
ま

し
た
。
鎌
倉
時
代
の
僧
侶
で
、
こ
う
し
た
知
識
を
知
り
、
か
つ
当
該
文

字
の
傍
ら
に
「
ク
ウ
ト
ウ
」
と
い
う
発
音
や
「
山
名
」
と
の
書
き
入
れ

が
で
き
た
人
物
は
誰
か
と
い
え
ば
、『
山
水
経
』
の
著
者
、
す
な
わ
ち

道
元
禅
師
以
外
に
考
え
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
ま
た
『
山
水

経
』
の
本
文
を
子
細
に
見
ま
す
と
、
処
々
に
脱
字
や
誤
字
の
訂
正
箇
所

が
あ
り
、
そ
の
部
分
に
は
斜
線
が
引
か
れ
、
そ
の
傍
ら
に
細
字
で
正
し

い
文
字
が
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。『
山
水
経
』
に
お
い
て
は
、「
退
歩
（
歩
）
退
と
も
に
」「
も
ろ

も
ろ
（
の
）
念
慮
に
」「
み
る
（
龍
）
魚
は
」「
解
脱
（
に
）
し
て
」

「
か
く
の
こ
と
（
く
）
出
現
せ
る
な
り
」
の
都
合
五
ケ
所
が
訂
正
加
筆

（
表
三
）
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
同
様
の
例
は
、
例
え
ば
『
普
勧
坐
禅

儀
』
の
「
祖
門
遂
（
開
）
五
門
等
」
と
い
う
箇
所
に
も
見
え
ま
す
し
、

熊
本
の
広
福
寺
所
蔵
の
『
行
持
下
』
に
も
、
さ
ら
に
は
金
沢
の
大
乗
寺

所
蔵
の
『
羅
漢
供
養
式
稿
本
残
巻
』
に
も
認
め
ら
れ
ま
す
。
誤
字
、
脱

字
の
箇
所
の
訂
正
に
は
斜
線
を
引
く
、
そ
れ
も
道
元
禅
師
の
自
筆
本
に

み
ら
れ
る
特
色
の
一
つ
と
い
っ
て
い
い
よ
う
で
す
。

　

こ
の
た
び
の
筆
跡
照
合
作
業
は
じ
つ
に
煩
瑣
で
、
無
駄
な
時
間
を
費

や
し
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
に
襲
わ
れ
ま
し
た
が
、
道
元
禅
師
の
真
蹟
本

『
正
法
眼
蔵
』
は
他
寺
に
も
伝
存
し
て
い
る
だ
け
に
、
今
後
の
進
展
が

期
待
で
き
、
貴
重
な
写
本
研
究
に
従
事
で
き
た
こ
と
に
満
足
し
て
い
ま

す
。
諸
般
の
事
情
で
全
久
院
で
の
再
度
の
原
本
閲
覧
は
叶
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、『
正
法
眼
蔵
』
の
古
写
本
を
影
印
本
で
読
み
味
わ
い
な
が
ら
、

道
元
禅
師
の
書
風
に
馴
染
む
よ
き
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
石
井
修
道
先

生
に
感
謝
し
、
こ
の
講
演
の
要
旨
を
結
び
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
ま

で
ご
静
聴
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
日

は
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
こ
の
講
演
要
旨

を
「
宗
門
の
英
智
た
れ
」
と
励
ま
し
て
く
れ
た
わ
が
師
匠
の
大
道
晃
仙

禅
師
と
、
学
究
者
の
あ
る
べ
き
姿
勢
を
示
し
、
多
く
の
学
恩
を
こ
う

む
っ
た
鏡
島
元
隆
博
士
、
そ
し
て
大
学
院
時
代
の
学
業
の
成
就
を
期
待

し
、
慈
愛
の
眼
差
し
で
接
し
て
下
さ
っ
た
良
珊
寺
の
先
代
住
職
永
井
政

寛
老
師
の
ご
霊
前
に
献
呈
い
た
し
た
く
思
い
ま
す
。

注（
１
）	「
金
沢
文
庫
保
管
「
指
要
抄
聞
集
」
に
引
用
せ
ら
れ
た
正
法
眼
蔵
の
一
古

則
に
つ
い
て
」（
印
度
学
仏
教
学
研
究
二
三
―
一
号
、
昭
和
四
九
年
）

（
２
）	「
瑩
山
禅
師
の
道
号
の
発
音
に
つ
い
て
」（
宗
学
研
究
三
十
六
号
、
平
成

六
年
）

（
３
）	『
正
法
眼
蔵
』
山
水
経
は
「
而
今
の
山
水
は
古
仏
の
道
現
成
な
り
、
と
も

に
法
位
に
住
し
て
究
尽
の
功
徳
を
成
ぜ
り
」
と
の
文
章
に
は
じ
ま
る
よ
う

に
、「
自
然
界
の
山
水
が
、
正
法
眼
（
仏
法
の
真
実
相
）
で
洞
察
す
る
な
ら

ば
、
三
世
の
時
間
や
主
客
の
空
間
の
観
念
を
超
え
た
絶
対
の
真
理
と
し
て

如
実
に
仏
法
を
説
く
一
巻
の
経
典
に
な
る
」（『
禅
学
大
辞
典
』）
と
い
う
趣

旨
の
禅
要
を
説
き
示
さ
れ
た
も
の
。
文
中
に
は
「
山
是
山
、
水
是
水
」
の
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二
六

句
が
頻
出
す
る
が
、
そ
れ
は
中
国
の
禅
僧
が
愛
吟
し
た
名
句
の
一
つ
。
我

が
国
で
も
鎌
倉
時
代
以
降
こ
の
名
句
に
関
心
を
寄
せ
る
僧
侶
が
多
出
し
た
。

東
福
寺
開
山
は
藤
原
道
家
に
「
妙
在
仏
祖
不
伝
処
…
…
水
是
水
兮
山
是
山
」

（『
聖
一
国
師
語
録
』）
と
示
し
て
い
る
し
、
下
総
龍
角
寺
の
朗
海
も
「
古
人

云
、
山
是
山
、
水
是
水
」（『
雑
々
要
文
』）
と
書
き
残
し
て
い
る
。

（
４
）	

文
化
庁
監
修
『
重
要
文
化
財
』
21　

書
跡
・
典
籍
・
古
文
書
Ⅳ
（
昭
和

五
十
二
年
一
月
、
毎
日
新
聞
社
）
に
は
全
久
院
所
蔵
の
「
①
『
正
法
眼
蔵
』

（
山
水
経
・
十
方
）
一
帖
、
②
宝
慶
記
一
巻
、
③
羅
漢
供
養
式
稿
本
残
巻
一

巻
」
の
三
点
は
、
昭
和
二
十
四
年
五
月
三
十
日
付
け
で
重
文
に
指
定
さ
れ

た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
昭
和
二
十
五
年
五
月
、
文
化
財
保
護

法
が
公
布
さ
れ
、
従
来
の
国
宝
を
い
っ
た
ん
白
紙
に
戻
し
、
再
調
査
の
う

え
新
た
に
指
定
し
な
お
す
、
と
い
う
作
業
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
昭
和

十
六
年
三
月
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
た
永
平
寺
所
蔵
の
「
①
道
元
奥
書

『
明
全
和
尚
戒
牒
』
②
道
元
真
蹟
『
普
勧
坐
禅
儀
』
③
道
元
真
蹟
『
普
勧
坐

禅
儀
撰
述
記
』
④
懐
奘
真
蹟
『
正
法
眼
蔵
仏
性
第
三
』
の
四
点
は
昭
和
二

十
五
年
五
月
に
文
化
財
保
護
委
員
会
の
手
に
よ
っ
て
再
調
査
の
結
果
、
一

旦
、
重
要
文
化
財
に
な
り
、
二
年
後
の
昭
和
二
十
七
年
三
月
に
、
②
と
③

の
二
点
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
」（
笛
岡
自
照
『
永
平
寺
雑
考
』）
と
い
う
。

（
５
）	

道
元
禅
師
七
百
五
十
回
大
遠
忌
記
念
『
道
元
禅
師
真
蹟
集
』（
河
村
孝
道

博
士
編
集
、
平
成
十
一
年
、
大
本
山
永
平
寺
）。
な
お
團
野
弘
之
『
正
法
眼

蔵
写
本
の
書
誌
学
的
研
究
』（
神
奈
川
新
聞
社
出
版
局
、
平
成
十
一
年
）
に

も
同
様
の
内
容
記
載
が
み
え
る
。

（
６
）	

示
衆
奥
書
（
二
行
）
が
書
か
れ
て
い
る
尾
丁
（
第
十
四
紙
）
の
前
の
半

葉
（
一
紙
の
半
分
、
表
裏
二
頁
分
）
は
別
紙
で
補
わ
れ
、
筆
跡
も
異
な
る
。

紙
面
に
は
折
れ
、
傷
み
、
し
み
が
生
じ
て
お
り
、
押
界
も
な
く
、
字
数
も

違
う
し
、
筆
跡
も
違
う
。
さ
ら
に
第
九
紙
目
の
行
間
に
「
長
阿
含
経
第
二

十
云
…
…
」
の
三
行
の
文
章
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
二
筆
も

し
く
は
三
筆
混
入
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
補
紙
以
外
の
紙
面
（
鳥
の
子

料
紙
）
に
は
箆
な
ど
の
用
具
で
罫
線
（
押
界
、
白
界
と
も
）
が
引
か
れ
、

そ
の
枠
内
に
楷
・
行
両
書
体
の
漢
字
と
変
体
仮
名
を
ま
じ
え
て
書
写
さ
れ

て
い
る
が
、
清
楚
な
書
体
文
字
で
独
特
な
調
和
美
が
あ
り
、
見
る
者
の
眼

を
引
き
つ
け
る
。
糊
代
部
分
に
は
丁
数
に
順
序
不
正
が
生
じ
な
い
よ
う
、

細
字
で
「
山
水
経　

第
一
（
以
下
、
十
四
ま
で
）」
の
書
き
込
み
が
あ
る
。

尾
丁
に
は
「
爾
時
仁
治
元
年
庚
子
十
月
十
八
日
子
時
、
在
観
音
導
利
興
聖

宝
林
寺
示
衆
」
と
い
う
、
本
書
が
撰
述
さ
れ
た
年
時
を
示
す
示
衆
奥
書
が

あ
る
が
、
書
写
奥
書
は
な
い
。
難
字
の
傍
ら
に
は
異
体
字
表
記
の
訓
点
が

施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
脱
字
、
誤
字
の
箇
所
（
都
合
七
か
所
）
に
は
合
点

（
斜
線
）
が
引
か
れ
、
そ
の
傍
ら
（
右
上
）
に
細
字
で
正
字
を
添
え
て
い
る

（『
普
勧
坐
禅
儀
』『
羅
漢
講
式
稿
本
』
に
も
同
じ
例
証
が
み
え
る
）
が
、
こ

れ
は
原
本
の
特
徴
の
一
つ
と
推
定
さ
れ
る
。
も
し
他
人
が
そ
の
よ
う
な
表

記
の
あ
る
写
本
を
テ
キ
ス
ト
に
転
写
し
た
場
合
は
、
脱
字
、
誤
字
は
文
中

に
挿
入
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
補
紙
半
葉
の
筆
跡
は
誰
か
。
道
元
の
書
風

に
似
せ
て
書
い
て
い
る
が
、
具
体
的
な
人
名
を
割
り
出
す
こ
と
が
で
き
な

い
。
ま
た
『
山
水
経
』
の
行
間
三
行
に
『
長
阿
含
経
』
第
二
十
の
引
用
文



重
要
文
化
財
『
正
法
眼
蔵
山
水
経
』
の
筆
者
に
つ
い
て
（
高
橋
）

二
七

の
筆
跡
に
つ
き
古
田
氏
は
「
懐
奘
の
真
筆
で
は
な
か
ろ
う
か
」「
懐
奘
真
筆

と
目
さ
れ
る
も
の
の
筆
蹟
に
近
い
」
と
も
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
一
考

を
要
し
よ
う
。
ち
な
み
に
、
奥
書
の
あ
る
末
尾
の
紙
を
め
く
る
と
、
そ
の

裏
面
に
「
豊
泉
首
座
捨
入
、
洞
雲
閣
常
住
」
の
墨
書
が
あ
る
。
従
来
、
こ

れ
は
『
山
水
経
』
に
関
連
す
る
識
語
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
が
、
紙
面
に

生
じ
た
汚
濁
の
状
況
か
ら
し
て
、
懐
奘
筆
の
『
十
方
』
の
遊
び
紙
（
本
文

が
書
写
さ
れ
る
前
丁
の
紙
面
）
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
判
明
さ
れ
る
。

（
７
）	

奥
書
の
前
の
半
葉
は
そ
の
前
の
料
紙
と
同
じ
寸
法
に
裁
断
さ
れ
合
綴
さ

れ
て
い
る
が
、
紙
質
の
違
う
料
紙
で
書
写
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
一
枚
の
料

紙
を
半
分
に
裁
断
し
て
張
り
合
わ
せ
た
か
。
別
紙
の
半
葉
は
、
本
紙
が
何

ら
か
の
損
傷
を
こ
う
む
っ
た
補
充
用
と
し
て
用
意
さ
れ
た
料
紙
は
美
濃
紙

（
楮
の
繊
維
を
原
料
と
し
た
紙
）
で
あ
っ
た
。
書
写
す
べ
き
文
字
数
が
尾
題

も
含
め
て
わ
ず
か
九
行
分
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
紙
の
節
約
を
図
っ
た
の

か
も
知
れ
な
い
。
補
紙
と
本
紙
の
文
字
と
一
見
す
る
と
こ
ろ
似
て
い
る
が

明
白
に
違
う
文
字
が
あ
る
。「
宝
」「
蔵
」「
道
」「
参
」「
究
」
な
ど
の
漢
字
、

「
や
」「
類
」「
里
」
な
ど
の
仮
名
。
さ
ら
に
補
紙
に
は
界
線
が
引
か
れ
て
い

な
い
、
書
写
文
字
も
大
き
め
、
字
高
も
違
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
筆
者
は
別
人

と
推
定
さ
れ
る
。
問
題
は
い
つ
そ
の
紙
が
補
わ
れ
、
誰
が
そ
の
本
文
を
書

写
し
た
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
け
て
注
意
を
払
う
べ
き
は
、
全
久
院
所

蔵
の
瑞
岡
珍
牛
（
一
七
四
三
～
一
八
二
二
）
の
記
録
（
江
戸
時
代
・
寛
政

十
一
年
）
に
は
、「
一
、
正
法
眼
蔵
山
水
経　

全　

但
巻
末
半
紙
破
損
失
却

（
マ
マ
）
故
補
書
也
。（
五
行
中
略
）
孤
雲
懐
奘
禅
師
御
真
蹟
、
一
、
正
法

眼
蔵
十
方
篇
、
但
與
永
平
高
祖
御
真
蹟
山
水
経
合
壱
軸
」（「
十
種
法
宝
」）

と
の
文
面
。「
破
損
し
て
失
わ
れ
て
い
た
」
か
ら
補
わ
れ
た
と
い
う
意
趣
が

読
み
取
れ
る
。
す
る
と
そ
の
半
紙
分
は
江
戸
時
代
の
瑞
岡
珍
牛
か
誰
か
の

補
写
に
な
る
筆
跡
と
推
定
さ
れ
る
。

（
８
）	

古
田
紹
欽
『
正
法
眼
蔵
と
そ
の
周
辺
』（
春
秋
社
、
平
成
九
年
）

（
９
）	「
昭
和
二
十
五
年
（
正
し
く
は
二
十
四
年
）、
本
書
は
道
元
禅
師
真
蹟
と

し
て
、
他
の
『
羅
漢
供
養
式
稿
本
』、
懐
奘
書
写
『
正
法
眼
蔵
十
方
』、『
宝

慶
記
』
共
々
に
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
た
。
こ
の
重
文
指
定
に
当

た
っ
て
は
、
田
山
方
南
・
古
田
紹
欽
両
博
士
の
鑑
定
・
働
き
か
け
に
依
る

が
、
後
に
古
田
氏
は
『
山
水
経
』
の
道
元
禅
師
真
筆
説
を
自
ら
否
定
す
る

に
至
っ
た
こ
と
は
、『
例
言
』
に
略
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
筆
跡
そ
の
も
の

は
義
介
に
近
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
事
も
道
元
禅
師
真
蹟
全
般
か
ら
の

厳
密
な
る
鑑
定
考
証
を
経
た
上
で
の
判
憑
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

（
⓾
）	

石
井
修
道
「『
仏
祖
』『
嗣
書
』『
面
授
』
考
」（
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論

集
三
十
九
号
、
平
成
二
十
年
）

（
⓫
）	『
大
本
山
永
平
寺
内
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
刊
行
会
『
永
平
正
法
眼
蔵

蒐
書
大
成　

続
輯
四
』（
大
修
館
書
店
、
平
成
八
年
）
に
は
落
丁
が
あ
る
の

で
、
注
意
を
払
い
た
い
。

（
⓬
）	『
普
勧
坐
禅
儀
』
に
は
「
明
」「
欲
」「
面
」「
最
」「
得
」「
凡
」「
喜
」

「
参
」「
節
」「
象
」
な
ど
の
文
字
が
異
体
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。『
山
水
経
』

と
共
通
す
る
文
字
は
「
欲
」「
参
」
の
二
文
字
に
す
ぎ
な
い
が
、
ほ
ぼ
同
筆

に
近
い
。
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二
八

表
一　

山
水
経
か
ら
集
め
た
変
体
仮
名
一
覧

表
三　

山
水
経
に
み
る
脱
字
訂
正
箇
所
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表
二　

山
水
経
と
嗣
書
に
み
る
同
筆
文
字


